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　　　　目次　　　※最新版はHPにて　https://johokiko.co.jp/publishing/BC210302.php

第１章　デジタル変革(DX) 推進にあたっての基礎知識
　第１節　デジタル変革(DX) の背景と定義
　第２節　DX 推進に向けた考え方
　第３節　DXにおけるAI・IoT・データ利用の法規制
　第４節　スマートファクトリーとAI実運用の実際
　第５節　企業のデジタル技術活用に求められる人材
第２章　ＤＸ化に必要な要素技術とその確立
　第１節　説明可能なAIの技術
　第２節　製造現場におけるIoTシステム構築の進め方
　第３節　プラントのサイバーセキュリティとEPCでの対応
　第４節　プロセス工場のスマート化に必要な日本企業のカイゼン点
第５節　DXに進むためのはじめの一歩～業務のデジタル化
　　第１項　製造現場の生産性革命だけでは終わらない生産性53%
　　　　　　向上を達成したIoT GOの全業務DX化への挑戦

　第２項　システムインテグレーションにおけるフロントローディング化
　第３項　現場ノウハウ・経験知のデジタル化と先進事例
第３章　DX推進におけるビジネス上の障壁や疑問、その対策
　第１節　経営者視点における製造業DX実現の必要性と社会環境
　第２節　DX実現のためのアプローチ
　第３節　DX実現におけるQ&A
第４章　DX導入・活用に向けた取り組み方とその提案
　第１節　鍛造工程におけるデジタルトランスフォーメーション技術
　第２節　Deep Learning技術による製造業のDX
　　　　　 ～スマートな品質管理に向けて～
　第３節　最新ICT活用事例とDX推進の進め方
　第４節　スマート製造動向とつながる工場の取り組み例
　第５節　VRを活用した産業現場における遠隔協調及び接触干渉技術　
　第６節　OKIにおけるAI実用化に向けた環境整備

　

●デジタルトランスフォーメーションとは？従来のITとの違い。今後需要が増す人材やスキルは？
〇学習用データに個人情報や営業秘密が含まれる場合は？海外からデータを収集する場合は？
●DXの要素技術の一例と解説（説明可能なAI、IoTシステム構築、サイバーセキュリティ、スマート工場）
〇「導入後の効果を可視化したい」、「既存工場でも実現できる？」、「完全自動化は必須？」
 現場の疑問に基づき、DX推進におけるビジネス上の障壁と乗り越え方を解説！
●DXに進む前のデジタル活用例：熟練技術者ノウハウのデジタル化、旧式設備でのデータ取得など
〇各社の先進事例やDXに向けた取り組み例、活用に向けた提案
～人材の育成、運用体制の整備、コスト感、他プレーヤーとの関わり、現場で浸透させるための工夫など
●経営層に必要なマインドは？技術やコンセプトをどのように組み合わせていくべきか？
〇社内におけるデジタル変革の進め方。各ステップで必要な人材や技術、日本製造業特有の課題とは？　
●データ収集で多くの企業が陥りやすい失敗例と対処方法、現場と経営双方との連携の仕方など

詳細はWEBに掲載⇒https://www.johokiko.co.jp/publishing/BC210302.php

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又は「情報機構　BC210302」と検索 
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